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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の要件ａ１）～ａ４）、ａ７）およびａ８）を満たすエチレン・α－オレフィン共
重合体を含む太陽電池封止材。
　ａ１）エチレンに由来する構成単位の含有割合が８０～９０ｍｏｌ％であるとともに、
炭素数３～２０のα－オレフィンに由来する構成単位の含有割合が１０～２０ｍｏｌ％で
ある。
　ａ２）ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８に準拠し、１９０℃、２．１６ｋｇ荷重の条件で測定され
るＭＦＲが２ｇ／１０分以上、１０ｇ／１０分未満である。
　ａ３）ＡＳＴＭ　Ｄ１５０５に準拠して測定される密度が０．８６５～０．８８４ｇ／
ｃｍ３である。
　ａ４）ＡＳＴＭ　Ｄ２２４０に準拠して測定されるショアＡ硬度が６０～８５である。
　ａ７）１３Ｃ－ＮＭＲスペクトルおよび下記式（１）から求められるＢ値が０．９～１
．５である。
　ａ８）１３Ｃ－ＮＭＲスペクトルにおける、Ｔααに対するＴαβの強度比（Ｔαβ／
Ｔαα）が１．５以下である。
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　Ｂ値＝［ＰＯＥ］／（２×［ＰＯ］×［ＰＥ］）　　・・・（１）
（式（１）中、
　［ＰＥ］はエチレン・α－オレフィン共重合体に含まれるエチレンに由来する構成単位
の割合（モル分率）を示し、
　［ＰＯ］はエチレン・α－オレフィン共重合体に含まれる炭素数３～２０のα－オレフ
ィンに由来する構成単位の割合（モル分率）を示し、
　［ＰＯＥ］は全ｄｙａｄ連鎖に含まれるα－オレフィン・エチレン連鎖の割合（モル分
率）を示す）
【請求項２】
　以下の要件ａ５）をさらに満たす請求項１に記載の太陽電池封止材。
　ａ５）ＪＩＳ　Ｋ６９１１に準拠し、温度１００℃、印加電圧５００Ｖで測定される体
積固有抵抗が１．０×１０１３～１．０×１０１８Ω・ｃｍである。
【請求項３】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体が以下の要件ａ６）をさらに満たす請求項１に
記載の太陽電池封止材。
　ａ６）前記エチレン・α－オレフィン共重合体中のアルミニウム元素の含有量が１０～
５００ｐｐｍである。
【請求項４】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体が以下の要件ａ６）をさらに満たす請求項２に
記載の太陽電池封止材。
　ａ６）前記エチレン・α－オレフィン共重合体中のアルミニウム元素の含有量が１０～
５００ｐｐｍである。
【請求項５】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体１００重量部に対し、１分間半減期温度が１０
０～１７０℃の範囲にある有機過酸化物を０．１～３重量部さらに含む請求項１～４のい
ずれか一項に記載の太陽電池封止材。
【請求項６】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体が、メタロセン化合物と、有機アルミニウムオ
キシ化合物および有機アルミニウム化合物からなる群より選択される少なくとも一種の化
合物と、からなるオレフィン重合用触媒の存在下で重合された、請求項１～５のいずれか
一項に記載の太陽電池封止材。
【請求項７】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体１００重量部に対し、シランカップリング剤０
．１～５重量部を含むエチレン系樹脂組成物からなる請求項１～６のいずれか一項に記載
の太陽電池封止材。
【請求項８】
　前記エチレン系樹脂組成物は、前記エチレン・α－オレフィン共重合体１００重量部に
対し、紫外線吸収剤、耐熱安定剤、およびヒンダートアミン型光安定剤からなる群より選
択される少なくとも一種を０．００５～５重量部さらに含む請求項７に記載の太陽電池封
止材。
【請求項９】
　前記エチレン系樹脂組成物は、前記エチレン・α－オレフィン共重合体１００重量部に
対し、架橋助剤を０．０５～５重量部さらに含む請求項７または８に記載の太陽電池封止
材。
【請求項１０】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体と、添加剤とをカレンダー成形機にて溶融混練
後、シート状にカレンダー成形して得られた、請求項１～９のいずれか一項に記載の太陽
電池封止材。
【請求項１１】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体の、
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　ａ９）ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）に基づく分子量分布Ｍｗ／Ｍｎが１．２
～３．５の範囲にある請求項１～１０のいずれか一項に記載の太陽電池封止材。
【請求項１２】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体の、
　ａ１０）固相抽出処理後の抽出液からイオンクロマトグラフィーにより検出される塩素
イオンの含有割合が２ｐｐｍ以下である請求項１～１１のいずれか一項に記載の太陽電池
封止材。
【請求項１３】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体の、
　ａ１１）酢酸メチルへの抽出量が５．０重量％以下である請求項１～１２のいずれか一
項に記載の太陽電池封止材。
【請求項１４】
　シート状である請求項１～１３のいずれか一項に記載の太陽電池封止材。
【請求項１５】
　表面側透明保護部材と、
　裏面側保護部材と、
　太陽電池素子と、
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の太陽電池封止材を架橋させて形成される、前記
太陽電池素子を前記表面側透明保護部材と前記裏面側保護部材との間に封止する封止層と
、
を備えた太陽電池モジュール。
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